
#64　インド南部、タミール・ナードゥ州第2の都市
として、人口100万人以上が生活するコーヤンブ
ットゥール市。“インドのモータースポーツの中
心地”とも呼ばれ、年間300日以上は好天、1年
を通じて平均最高気温が32℃を超えるこの高原
都市で、1977年1月14日に2人兄弟の次男として
生まれたのが、後にインド人初のF1フルタイム
ドライバーまで上り詰めたナレイン・カーティケ
ヤンだ。父は綿花から糸を作って輸出することが
仕事。かなり裕福というわけではなかったが、一
般的なインドの家庭よりは資産のある一家だった。
　父は仕事の傍ら趣味でラリーをやっていただけ
でなく、名誉職としてインドのASN（各国のモ
ータースポーツ統括団体。日本ではJAF＝日本自
動車連盟がそれにあたる）の会長も務めた。ナレ
インも子供の頃からクルマやバイク、モータース
ポーツに興味を持ち始めた。だがインドにはレー
シングカートコースすらない時代。テレビでレー
スが中継されることもなく、ナレインにとってモ
ータースポーツとはどちらかというとダートで走
るものだった。実際、8歳の時、子供用のホンダ
のバイクを買ってもらい庭や畑を走り回っていた。
　そのナレインがF1に興味を引かれたのは、13
歳になった頃。従弟がドイツから1989年のF1総
集編ビデオを持って帰ってきたのだ。それ以前も
雑誌などでF1の情報を見たことはあったが、動
く映像は初めて。これが心に焼きつき夢となった。
ただどうやってそこまでステップアップすればい
いのか、全く見当がつかなかった。そこで当時イ
ンドでは唯一の常設コースであるマドラス・サー

キットに足を運ぶ。年に一度だけ開催されていた
F3のレースを見てサーキットレースを知るためだ。
ほぼ時を同じくして、ナレインの叔父が面白いク
ルマを作り始めた。スズキの軽自動車のエンジン
を積んだ小さなフォーミュラカー。1991年、ナ
レインが14歳の時にこのクルマに乗せてもらった。
パワーはないがタイヤが細くすぐに挙動が乱れる。
これでコントロール能力を身に付けた。そんな風
にレースに惹かれていくナレインを見て父は言っ
た。｢本当にやりたいならヨーロッパのレーシン
グスクールに行きなさい｣。
　15歳のナレインは仏・マルセイユに渡り、ポ
ール・リカール・サーキットで開校していたウィ
ンフィールド・レーシングスクールに入学。初め
ての海外、初めての1人暮らし。スクールには諸
国から生徒が集まっていたが、インド人はもちろ
ん1人だった。フランス語を喋れないナレインに
とって難しい環境だったことは想像に難くない。
そこでイギリスに活動の場を移す。だが、“モー
タースポーツの値段は世界共通で、とても高額”
ということで、活動初期は入門フォーミュラでも
なかなかフル参戦が叶わない。マールボロが若手

アジア人ドライバー発掘を目的に新しく立ち上が
ったフォーミュラ・アジアという選手権に出場す
るため一時はヨーロッパを離れたが、そのプログ
ラムはたった1年で終了。行く手を遮られた。
　ところが翌年、幸運にもビッグスポンサーに恵
まれる。1997年からインドの大財閥タタ・グル
ープのバックアップを受けることになり、英国に
戻った。フォーミュラ・オペル・ロータスを経て、
カーリン・モータースポーツから英国F3にステ
ップアップ。2000年には佐藤琢磨のチームメイ
トとしてマカオF3 GPでポールポジションを獲
得しファステストラップも記録、続くF3コリア
・スーパープリを制した。これがきっかけとなり
2001年に初来日。チーム インパルからフォーミ
ュラ・ニッポンに参戦する。
　だが初めてのビッグフォーミュラ。F3時代、
本格的なトレーニングをしたことがなかったナレ
インには体力的な負担が大き過ぎ、なかなか上位
を争うことはできなかった。そしてF1を目指す
ため再びヨーロッパに戻り、ワールドシリーズ・
バイ・ニッサン（F3000やフォーミュラ・ニッポ
ンと同等クラスのカテゴリー）に3年間参戦。本

格的なトレーニングにも励み出した。
　そして旧知のトレバー・カーリンがF1のジョ
ーダン・グランプリのスポーティングディレクタ
ーに就任したことをきっかけに、2005年、遂に
インド人初のフルタイムF1ドライバーに昇格した。
ただ、その後F1では思うような好成績を上げる
ことは叶わなかった。一旦シリーズを離れた後、
HRT F1チームで復帰したのも、初のF1インド
GPを盛り上げるため。ナレイン自身は自分が愛
するレースをハイレベルな場所で戦いたかった。
　そして2014年から戻ってきたのが日本。今で
は41歳だが、2001年にレベルの高さを知ってか
ら日本は常に戻りたい場所のひとつだった。｢今
でもこのスポーツを愛しているし、日本のレース
は特別なんだ。今のトレンドでは若手が多くなっ
ているけど、星野（一義）さんは48歳までフォ
ーミュラカーに乗っていた。当時はQ（予選用）
タイヤもあったし、パワステがなくてもっと体力
的に大変だったと思う。だから年齢は関係ない。
もちろん20代とは違うけど、ちゃんとトレーニ
ングして準備していれば速さはそれほど失わない
よ。それに僕にはまだ充分な情熱があるからね｣。

ナレイン
カーティケヤン
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─ ピット割りTeam Pit

第1コーナー
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初の試みとなる予選でのOTS使用
第6戦 岡山国際サーキットの見どころ

　4月に開幕した全日本スーパーフォーミュラ選

手権も残すところ2戦。シーズンも終盤を迎える。

　今回の舞台、岡山国際サーキットは山間にある

コンパクトなサーキット。シリーズ第3戦が行わ

れたスポーツランドSUGOと同様、観客にとっ

てはより間近にスーパーフォーミュラのスピード

を感じられるということで人気が高い。ドライバ

ーにとってはコース幅が狭く、エスケープゾーン

が広くないためチャレンジングなコースとなる。

また全長が短いこともあり、特にノックアウト予

選のQ1、Q2ではコース上でクリアラップを取

るのが至難の業。各ドライバーがピットを後にす

るタイミングやコースに入る順番、アウトラップ

やウォームアップラップでの前後車両との間隔の

取り方などが結果に大きく影響する。ファンの方

々には、こうしたマニアックな部分にも注目して

いただきたい。

　今回の予選で最大の見どころとなるのは、Q3

でオーバーテイクシステム（OTS）を各自2回ず

つ使用できること。これはスーパーフォーミュラ

初の試み。Q3はソフトタイヤでの一発アタック

となるため、どのドライバーも1周で2回、ボタ

ンを押すことになる。今年仕様のソフトタイヤが

投入されてからすでにいくつかのサーキットでコ

ースレコードが更新されているが、今回の岡山で

はこの新たな試みによってそれ以上のタイムアッ

プが期待されている。

　これまで岡山国際サーキットのコースレコード

は、1994年F1パシフィックGPでアイルトン・

セナがマークした1分10秒218。スーパーフォー

ミュラでは3年前に石浦宏明がマークした1分12

秒429が最速となっているが、今年のポールポジ

ションタイムはどこまで伸びるのか。セナの記録

に迫るタイムが出るかどうかが注目だ。岡山国際

サーキットはオーバーテイクもそれほど容易では

ないコースということで、予選ポジションは決勝

に向けても大きな意味を持つ。

　前戦もてぎで3位表彰台を獲得したことでラン

キングトップとなり、今回初めて“リーダーズレ

ッド”を装着して戦うニック・キャシディが、昨

年初表彰台を獲得したのが岡山。同じくもてぎで

今季初のポール・トゥ・ウィンを成し遂げ、一気

にチャンピオン争いに名乗りをあげた石浦宏明が

2015年にシリーズ初優勝を遂げたのも岡山。こ

の2人にとって岡山は得意のサーキットだけに、

予選からの走りは見逃せない。また開幕戦鈴鹿、

第3戦SUGOで優勝し、もてぎ前までポイントリ

ーダーの座をキープしていた山本尚貴の巻き返し

にも期待したいところだ。

　その他にも、前戦のもてぎでスーパーフォーミ

ュラ復帰後初の表彰台を獲得し、岡山国際サーキ

ットをホームコースとしている平川亮、過去岡山

での優勝経験がある国本雄資や関口雄飛、1戦欠

場したものの、まだタイトル争いの可能性を残し

ている中嶋一貴ら、虎視眈々と結果を狙っている

ドライバーがひしめき合っている。予選結果次第

では、決勝で驚くような作戦を繰り出してくるチ

ーム＆ドライバーも現れる可能性大。いずれにせ

よ、最終戦を前に、火花散るバチバチの戦いが見

られるはずだ。
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Hiroaki ISHIURA

Tom DILLMANN

Nick CASSIDY

Nirei FUKUZUMI

Nobuharu MATSUSHITA

Yuji KUNIMOTO

Kazuya OSHIMA

Kenta YAMASHITA

野尻智紀

石浦宏明

トム・ディルマン 

ニック・キャシディ

福住仁嶺 

松下信治 

国本雄資

大嶋和也

山下健太

1989年9月15日生／茨城県 

1981年4月23日生／東京都 
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1993年10月13日生／埼玉県 
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2014 年にデビュー。その年の
SUGO 大会で初優勝を果たし、
一躍注目の存在に。今季は第3
戦 SUGOでポールポジション
獲得と速さは一級だ。

昨シーズンのチャンピオン。2
年ぶり2 度目の王者となった。
今季はタイトル連覇がかかって
おり、残り2戦で充分に狙える
位置につけている。

負傷したレギュラードライバー
のピエトロ・フィッティパルデ
ィに代わり5戦連続の出場。今
季は世界耐久選手権とフォーミ
ュラEに参戦している。

昨年スーパーフォーミュラにデ
ビューし、第6戦SUGOでポー
ルポジションを獲得。2年目の
今年は現在ランキングトップで
チャンピオンの期待がかかる。

2016、17年とGP3で活躍し、
今季スーパーフォーミュラにデ
ビュー。F1直下のF2とダブル
参戦のため、今大会は今季3回
目の出場となる。

2015年からF1直下のGP2（17
年にF2と改称）で活動。今シ
ーズン、スーパーフォーミュラ
にデビューした期待の若手で、
第5戦で初入賞を果たした。

2016年に初優勝を含む2勝を挙
げて王座に就いた現役では最年
少のチャンピオン。昨年は第3
戦富士で初のポールポジション
を獲得した。

昨年、古巣となるチームルマン
から5年ぶりにスーパーフォー
ミュラに復帰。今季は第4戦、
第5戦と連続入賞を果たし上り
調子。表彰台を狙う。

2016 年に全日本F3チャンピオ
ンとなり、昨年スーパーフォー
ミュラに進級。3度の入賞を果
たし、第 4 戦もてぎではポール
ポジションを獲得した。

DOCOMO DANDELION M5S SF14

JMS P.MU/CERUMO・INGING SF14

UOMO SUNOCO SF14

ORIENTALBIO KONDO SF14

TEAM MUGEN SF14

DOCOMO DANDELION M6Y SF14

JMS P.MU/CERUMO・INGING SF14

UOMO SUNOCO SF14

ORIENTALBIO KONDO SF14

https://twitter.com/tomoki_nojiri

https://ameblo.jp/ishiura/

https://www.facebook.com/tomdillmannofficial/

https://twitter.com/nickcassidy_

https://twitter.com/nirei_fukuzumi

https://www.nobuharu.com

http://yujikunimoto.com

https://twitter.com/oshima_kazuya

http://kentayamashita.jp
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全日本スーパーフォーミュラ選手権 エントリーリスト

は今季スーパーフォーミュラ初参戦：Twitter ：Facebook ：Instagram
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　岡山国際サーキットは、ツインリンクもてぎに
近いストップ＆ゴーサーキットというのが全体的
な印象ですね。もてぎほど低速コーナーが多いわ
けではないですけど、ランオフエリアが狭いので
1回のミスが大きなダメージにつながりかねない。
ドライバーにとって攻めがいはありますが攻め過
ぎると良くないかも知れません。
　1コーナーのベストラインはほぼ決まっていて、
そこから2コーナーにあたるウイリアムズコーナ
ーにかけてのアベレージスピードを上げていきた
いので、1コーナーではいかに速くブレーキング
をしてそこから加速できるか。路面の舗装が変わ
ってから1コーナーは水はけも良くなりました。
でも、2コーナーは特にイン側に川ができやすい
ので雨が降ったらラインは1本です。
　2コーナーは逆バンク状況になっているので、
どちらかというと早めにクリッピングポイントに
つきたい場所。アンダーステアが出やすい場所で
すし、2コーナーと最終コーナー手前のマイクナ
イトコーナーは最もスピードが乗りやすい場所な

ので、そこにエアロのセットアップを合わせてい
けるといいですね。
　モスSはドライであればコーナーではなくほぼ
全開ですが、雨が降ると出口に水が溜まるので要
注意。一番奥のアトウッドは早くアクセルを踏み
たいので、早めにクリップについてすぐにはらん
でいきたいところ。以前は路面にギャップがあり
ましたけど、今では路面が変わったのでそういう
ラインが取れるようになりました。コーナー後半
が上り坂のため、クルマのセットアップによって
アンダーが出たり、トラクションがかけづらくて
タイヤが減ってくると滑ったりします。そうなる
とヘアピンでのオーバーテイクも生まれますね。
　ヘアピンはバンク角がついているので、普通の
ラインだと早めにインに入ります。ただ意外とイ
ンを抑えて入るとタイヤがロックしやすくて、2
台並んで入って行った時にアウト側のクルマを押
し出してしまう可能性があります。だからアウト
側からオーバーテイクを仕掛ける時はリスクを背
負わないといけない。でもアウトからうまく車速

を上げていけると、次のコーナーでインを取って
抜いていくことができます。その時装着している
タイヤが片やソフト、片やミディアムだと、そう
いうオーバーテイクシーンが出てくるでしょうね。
　その先のリボルバー、パイパーという2つのコ
ーナーは、途中で路面のアンジュレーション（起
伏）が変わり、平らではないので難しい場所。特
にフォーミュラカーの場合は、サスペンションの
ストローク（伸縮）量が少ないので、クルマのバ
ランスが崩れやすい場所です。ステアリングを切
り過ぎると挙動が乱れやすいので、舵角を少なく
して横荷重をかけないのがいいですね。
　続くレッドマンとホッブス、通称ダブルヘアピ
ンはクルマの出来具合によってラインが変わって
きます。基本的に1つ目はアウト・イン・アウト

で走りますが、余りそれをやり過ぎると2つ目に
向けて厳しい。フロントの旋回性能がいいクルマ
ならそういうラインの人もいますが、少し曲がり
辛いクルマだと振って入っていったりします。1
つ目の立ち上がりで曲がりやすいクルマかそうで
ないかが分かると思います。ここが決まっている
かどうかはタイムにも影響しますし、うまくトラ
クションがかかるクルマが強いので要注目ですね。
　一方、その先のマイクナイトと最終コーナーで
はアンダーステアを出さないクルマの方がタイム
が出る。でもトラクションがいいクルマというの
は基本的にはアンダーステアが強い。ですから最
終区間の2つのコーナーに関しては、ダウンフォ
ースバランスがうまく合わせ込めないとうまく曲
がってくれないかもしれません。

松田次生が語る
岡山国際サーキットガイド

挑みがいのあるコースだが攻めすぎると大きな代償が

過去2年の結果（優勝者｜PP）

2017 2016
（P.MU/CERUMO・INGING SF14）
石浦宏明

（P.MU/CERUMO・INGING SF14）
石浦宏明 全長：3.703km

コースレコード：1'12.429  石浦宏明（P.MU/CERUMO・INGING SF14） 
2015.5.23（2015 SUPER FORMULA 第2戦）

COURSE DATA

2016
（Rd.2）（Rd.2） （Rd.5）

（DOCOMO DANDELION M41S SF14）

（P.MU/CERUMO・INGING SF14）

（VANTELIN KOWA TOM'S SF14）

（DOCOMO DANDELION M40Y SF14）

S.バンドーン

国本雄資

中嶋一貴

野尻智紀

Race1

Race2

（VANTELIN KOWA TOM'S SF14）

（ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14）

（ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14）

（P.MU/CERUMO・INGING SF14）

A.ロッテラー

関口雄飛

関口雄飛

石浦宏明

Race1

Race2

上り

下り

下り

第1コーナー

アトウッドカーブ

モスSウイリアムズ
コーナー

ホッブス
コーナー

マイクナイト
コーナー

リボルバー
コーナー

パイパー
コーナー

レッドマン
コーナー

最終コーナー

ヘアピン
コーナー

SECTOR 1

SECTOR 2

SECTOR 3

上り

下り

ITOCHU ENEX TEAM IMPUL TCS NAKAJIMA RACING
イトウチュウエネクス チーム インパル ティーシーエス・ナカジマレーシング

Yuhi SEKIGUCHI Narain KARTHIKEYAN

James ROSSITER

Naoki YAMAMOTO

Ryo HIRAKAWA Takuya IZAWA

関口雄飛 ナレイン・カーティケヤン

ジェームス・ロシター

山本尚貴

平川 亮 伊沢拓也

1987年12月29日生／東京都 1977年1月14日生／インド 

1983年8月25日生／イギリス 

1988年7月11日生／栃木県 

1994年3月7日生／広島県 1984年6月1日生／東京都 

19 64

37

16

20 65

スーパーフォーミュラにデビュ
ーした2016年に2勝し、昨年も
2勝と過去2年間では最多の勝
利を誇る。タイトル争いに踏み
とどまれるか正念場だ。

2001年にフォーミュラ・ニッ
ポンに参戦。その後F1で戦い、
14 年から再びスーパーフォー
ミュラに。今年41歳の現役最
年長ドライバーである。

2013にデビューした時と同じ
強豪チームから、今季2年ぶり
にスーパーフォーミュラに復帰。
苦戦が続いているが、終盤戦で
巻き返しなるか。

2013年のチャンピオン。ホン
ダ勢の中心的存在で、昨年こそ
優勝もポールポジションもなか
ったが、今季は2勝し、タイト
ルを射程に捉えている。

2013 年にスーパーフォーミュラ
にデビュー。今年3年ぶりに復帰。
第 2 戦で初のポールポジション
を獲得、第5戦もてぎでは2位表
彰台と岡山での走りにも注目だ。

2012年にタイトル争いを演じ、
ランキング3位。14年にはGP2
に参戦した。15 年から再びス
ーパーフォーミュラにフル参戦
し、今年チームを移籍した。

ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14 TCS NAKAJIMA RACING SF14

VANTELIN KOWA TOM'S SF14

TEAM MUGEN SF14

ITOCHU ENEX TEAM IMPUL SF14 TCS NAKAJIMA RACING SF14

https://twitter.com/yuhisekiguchi https://twitter.com/narainracing

http://twitter.com/rossiterracing

http://www.naoki-yamamoto.com

https://twitter.com/ryohirakawa http://www.takuya-izawa.com/

REAL RACING
リアル レーシング

Koudai TSUKAKOSHI
塚越広大
1986年11月20日生／栃木県 17

2012年にチャンピオンを争い、
惜しくも2位に。翌13年から現
チームに移り、今年で6年目の
シーズン。チームに初優勝をも
たらすことができるか。

REAL SF14 http://www.tsukakoshikoudai.net/

RA N K I NG PO I N TS

16 3

B-Max Racing team
ビーマックス・レーシング・チーム

Katsumasa CHIYO
千代勝正 
1986年12月9日生／東京都 50

今年スーパーフォーミュラにデ
ビュー。これまではGTレース
で主に活躍し、ブランパン耐久
シリースでは日本人初のシリー
ズ王者に輝いている。

B-Max Racing SF14 http://www.chiyo-katsumasa.com/

RA N K I NG PO I N TS

- 0

RA N K I NG PO I N TS

5 11
RA N K I NG PO I N TS

12 4

RA N K I NG PO I N TS

- 0

RA N K I NG PO I N TS

2 24

RA N K I NG PO I N TS

4 14
RA N K I NG PO I N TS

13 4

carrozzeria Team KCMG
カロッツェリア チーム ケーシーエムジー

Kamui KOBAYASHI
小林可夢偉
1986年9月13日生／兵庫県 18

F1で活躍後、2015年にスーパ
ーフォーミュラへ。昨年は第4
戦のもてぎで優勝目前の2位を
獲得と、今年こそ初優勝の期待
がかかる。

KCMG Elyse SF14 http://www.kamui-kobayashi.com/

RA N K I NG PO I N TS

15 3

VANTELIN TEAM TOM’S
バンテリン チーム トムス

Kazuki NAKAJIMA
中嶋一貴
1985年1月11日生／愛知県 36

2012、14年のチャンピオン。
父はナカジマレーシングの中嶋
悟監督で、親子共々F1で活躍
した。今年のル・マン24時間
レースでは優勝を果たした。

VANTELIN KOWA TOM'S SF14 http://www.kazuki-nakajima.com/

RA N K I NG PO I N TS

6 11



　このチーム自慢のコーナーでは、モノに限らずチー
ムスタッフを紹介することもしばしばですが、今回ご
登場いただく ITOCHU ENEX TEAM IMPULにおい
て、やはりハズせないのは星野一義監督（①）でしょう!
ということで、髙橋紳一郎工場長にお話を伺いました。
「星野監督はドライバーの気持ちが一番わかる人。い
つもイケイケで優勝にこだわり、その勝ち方にもこだ
わる。たとえ結果が残らなくてもその内容が良ければ
OK。一生懸命頑張って、攻めて、100%の力を出し
切ればいい。そういう走りを星野は求めています。ド
ライバーとしてはすごく戦いやすいし、居心地のいい
チームなんじゃないかな。走る前にドライバーにプレ
ッシャーを与えるようなこともないです。『何も心配
しないでいい、思いっ切り行け! 壊してもいいから大
丈夫』、なんてなかなか言えることじゃないですよ」
と髙橋さん。ただチームとしては、作業のことを考え
ると壊されてばかりいるのも困ると苦笑いする。
　ただ、星野監督からドライバーに伝わる思いはメカ
ニックにも伝わっているとのこと。「勝ちたいという
意欲が強くて、みんなで気持ちを共有している。もし
結果が悪くてドライバーが落ち込んでいたら、メカが

1

43

い? じゃあインパクトレンチ（タイヤのナットを締緩
する工具）を替えよう、その動力源の圧縮空気圧を上
げようっていろいろな声や知恵が集まって生まれたも
の」らしく、今季新調したピットのLED照明（③）も、
作業効率向上のために「チームとしてできることを意
識した結果」であり、すべては「結果を出したい、勝
ちたい」気持ちから出てきたのだとか。「ピットの中

もキチンと整理されていたら仕事もしやすいでしょ? 
“強くてカッコいい”ホシノレーシングでなきゃいけ
ないんですよ」。なお、そのポリシーはホスピタリテ
ィにもしっかりと浸透。モノクロベースの収納ボック
ス（④）を設置するなど、シンプルかつ見栄え良く整
っている。「すべてに、“星野イズム”がチームの隅々
に根付いている。それがウチのチーム自慢ですね」。

頑張ろうという気持ちで選手を支え
ていますよ。『レースは終わるまで
わからない。俺たちがタイヤ交換で
頑張ろう』とかね」。星野監督は常
日頃から「三振してアウトになるの
は構わない。でも見送りだけはやめ
ろ」と口にするそうで、何をするに
も“本気”かどうか、を追求してい
る。「ドライバーが走ること“だけ”
に集中できること。それを提供する
のがチームの仕事です」。
　いち早く導入したピットイン時に
用いるエアジャッキ（②）も、「作
業をすばやくするにはどうしたらい

2

観戦中の情報収集は

http://superformula.racelive.jp/

タイムスケジュールTIME SCHEDULETV放映／映像配信

9月8日（土） 9月8日（土）
8:30- 8:45 パーティーレースⅢ 公式予選

9:00- 9:30 F3 公式予選

9:45-10:45 SUPER FORMULA フリー走行

11:05-11:35 N-ONE 専有走行

11:45-12:30 ピットウォーク

12:55- パーティーレースⅢ 決勝［8Laps］

14:10- F3 第13戦決勝［18Laps］

15:15-15:35 SUPER FORMULA 公式予選（Q1）

15:45-15:52 SUPER FORMULA 公式予選（Q2）

16:02-16:09 SUPER FORMULA 公式予選（Q3）

16:25-16:55 N-ONE 専有走行

17:10-17:50 キッズピットウォーク

9月9日（日）
8:25- 8:45 N-ONE 公式予選

9:00- 9:30 SUPER FORMULA フリー走行

9:30- SUPER FORMULA スタート練習

10:15- F3 第14戦決勝［25Laps］

11:15-12:05 ピットウォーク

12:35- N-ONE 決勝レース［8Laps］

14:05- SUPER FORMULA 決勝レース［68Laps］

16:25- F3 第9戦決勝［18Laps］

ピエール北川による場内実況がサーキットの臨場感をそのまま伝え、ピット
の緊迫した状況をモータースポーツジャーナリスト高橋二朗と、東（ひがし）
美樹がピットからレポートします。 第6戦の解説には古賀敬介氏を迎え、レ
ースを鋭くまたわかりやすく解説をします。 
○放送時間 ： 9月9日（日）午後5時00分～6時55分

8:30- 8:45 オープニングステージ　MC：水村リア

8:45- 8:55 岡山国際サーキット サーキットクイーンステージ
出演：岡山国際サーキット サーキットクイーン　MC：水村リア

11:00-11:20 SF女子会トーク　ゲスト：東美樹、浅見理美　MC：水村リア

12:00-12:15 SF予選直前トーク　ゲスト：松田次生　MC：水村リア

13:00-13:15 SFドライバートーク　ゲスト：石浦宏明選手、N.カーティケヤン選手　MC：水村リア

13:20-13:40 SFビギナーズトーク
ゲスト：東美樹、YOKOHAMA promotional models 近藤みき 鳴村なか　MC：水村リア

14:45-15:15 レースクイーンステージ　MC：水村リア

16:45-17:10 てくらぼびぎなーず　浅見理美、スペシャルゲスト　MC：水村リア

9月9日（日）
8:15- 8:30 オープニングステージ　MC：水村リア

8:30- 8:40 岡山国際サーキット サーキットクイーンステージ
出演：岡山国際サーキット サーキットクイーン　MC：水村リア

10:00-10:15 SF決勝直前トーク　ゲスト：松田次生、東美樹　MC：水村リア

10:30-10:50 SFビギナーズトーク
ゲスト：東美樹、YOKOHAMA promotional models 近藤みき 鳴村なか　MC：水村リア

12:05-12:20 SFポールポジションドライバートーク　ゲスト：ポールポジション獲得ドライバー　MC：水村リア

12:40-13:10 レースクイーンステージ　MC：水村リア

16:00-16:30 テクノロジーラボラトリー　優勝エンジニア、両角岳彦、浅見理美　MC：水村リア

16:30-16:45 SF優勝ドライバートーク　ゲスト：優勝ドライバー　MC：ピエール北川、松田次生

順位、ラップタイム、セクタータイム、位置情報
などがひと目でわかる無料アプリ。場内放送も聞
けて非常に便利！

走行結果やインタビュー、その他リリースなど。随時最新情報を掲載！

RACE レース EVENT イベントBSフジ 決勝戦中継 
『2018スーパーフォーミュラ第6戦岡山国際サーキット』

今シーズンから、「スーパーフォーミュラ」の情報を完全網羅する番組とし
てリニューアル。SF14ラストイヤー、 全戦2スペックタイヤ制など話題が豊
富な2018シーズン。そのレースダイジェストをレギュラーコメンテーター
の小林可夢偉と解説の松田次生が徹底分析。また、ゲストコメンテーターと
して登場する現役ドライバーやチーム関係者、レース好きの著名人などと共
にホットなニュースを深堀りする。 番組の進行役は本田朋子アナ。 ナレータ
ーは今年で番組3年目となる乃木坂46の樋口日奈が担当します。
○放送時間 ： 10月 6 日（土）　午後11時～11時55分

10月14日（日）　午前 2 時～ 2 時55分（再）

BSフジ
『スーパーフォーミュラ GO ON!』

大会終了14日後よりスーパーフォーミュラの決勝
レースを全戦オンデマンドにて無料配信。
http://gyao.yahoo.co.jp/sports/

GYAO!

※スケジュール、内容、出演者等は予告なく変更、中止になる場合があります。

全7戦の予選と決勝の模様をライブ中継。再放送や
レースダイジェスト番組も放送します。

J SPORTS

○放送時間：9月8日（土） 午後3時00分～ 予選生中継 J SPORTS 3 
9月9日（日）  午後1時30分～ 決勝生中継 J SPORTS 3

豪華入会特典やチケット販売など、
ファンクラブならではのサービスを
予定 ! 詳しくはオフィシャルサイト 
（https://superformula.net/sf2)内 
のファンクラブページをご覧ください

オフィシャルファンクラブ CLUB F
新規会員受付中!

熾烈なバトル＆勝利への鍵となるピットストップ対決!
オンボード映像で第1戦鈴鹿から第4戦富士まで徹底分析!
主音声：松田次生（解説）

ピエール北川（実況）
副音声：走行音のみ

メインゲート、西ゲート、イベント
広場内総合インフォメーション、コ
ントロールタワー1F OIRC事務所
で販売しています。

スーパーフォーミュラ公式オンボード映像DVD
「DRIVER’S EYES 2018シーズン VOL.1」9月27日発売!

全日本スーパーフォーミュラ選手権
第6戦 公式プログラム販売中

https://superformula.net/sf2

記事やダイジェスト動画は……

価格：2,700円（税込）

価格：1,000円（税込）

スーパーフォーミュラオフィシャルfacebook
●Facebook

https://www.facebook.com/superformula.official

YouTube公式チャンネル
https://www.youtube.com/user/superformulavideo

公式ハッシュタグは「#sformula」

SUPER FORMULA公式アカウント

TOYOTA GAZOO Racing

HondaモータースポーツLive

@super_formula

@toyota_gr

@hondajp_live

レースの状況を把握するなら……

公式アプリ

リザルトやコメントを見るなら……

オフィシャルサイト

リアルタイムな情報収集には……

Twitter

2017シーズンの
お求めは
場内売店か
公式サイトへ!

チーム探訪 ここがウチの 自  慢 です!
その6 ｜ ITOCHU ENEX TEAM IMPUL

藤井マリー
MARRY FUJII

#7,8
2018 SUNOCO
イメージガール

生田ちむ
CHIMU IKUTA

#50
B-MAX Girl

鳴村なか（左）
NAKA NARIMURA

近藤みき（右）
MIKI KONDO

YOKOHAMA
promotional models

廣川エレナ（左）
ERENA HIROKAWA

西村いちか（中左）
ICHIKA NISHIMURA

今井みどり（中右）
MIDORI IMAI

林 紗久羅（右）
SAKURA HAYASHI

#3,4
raffinee Lady

朝倉はるな（左）
HARUNA ASAKURA

多田夏摘（右）
NATSUMI TADA

#36,37
バンテリン

レースクィーン 岬 千紗（左）
CHISA MISAKI

白石愛美（右）
MANAMI SHIRAISHI

#19,20
ITOCHU ENEX

IMPUL LADY

今村仁美（左）
HITOMI IMAMURA

赤瀬ちか（右）
CHIKA AKASE

#5,6
docomo team
DANDELION racing
サーキットレディ

PICK UP
RACE

QUEEN


